
７月１１日（土曜日）「人間関係の改善」 

【新改訳 2017】 

箴言 １６・１－９ 

「主は、人の行いを喜ぶとき、その人の敵をも、そ

の人と和らがせる。」（7 節） 

別訳では、「人の道が主を喜ばせる時」（協会

訳）となっています。 

ここには、敵対関係にあるような人とさえ和

解できる秘訣があります。それは、まず自分自

身が主に喜ばれる道を歩み続けるということ

です。そうする時、主が働いて和解させてくだ

さるというのです。 

この聖句で、どれだけ多くの人たちと祈り、

主の奇しい働きにあずからせていただいたこ

とでしょう。ある地方で、かなりの大きな事業を

されていた老舗の奥様が信仰をもたれました。

とても立派な方ですが、信仰や仕事の面で人

間関係に苦労しておられました。何回もこのみ



ことばで励まされ、しばしば和解を見、あるい

は希望をもって耐え忍び、まず主との関係を第

一に守り抜き、みことばの真実を証しされまし

た。ご自分と正しい関係の人を、主は必ず守り、

助けてくださるのです。 

～祈り～ 

主よ。どうか私の道が、あなたを喜ばせるもので

ありますように。そして、人間関係もあなたによっ

て祝福していただけますように。 

【学びのために】 

キリスト者の人間関係は、「十字架の関係」と言え

ます。タテは神との関係、ヨコは人との関係です。

タテの関係のないキリスト者の人間関係は考えら

れません。タテがしっかりしていてこそ、ヨコの関

係も確かになります。 

 

 


